
学術、ビジネス目的の在留外国人数は、関東に極端に偏って分布しているのに対して、文化活動・芸術は、比較的各地
域に分散している。また、関東の学術関連を除き各地域ともここ１０年で大幅に増加しており、急速な国際化を示している。

（出典）法務省出入国管理統計より国土交通省国土計画局作成

（注１）学術関連：在留資格のうち教授、研究、教育、留学、就学、研修

（注２）ビジネス関連：在留資格のうち報道、投資・経営、法律・会計業務、医療、技
術、人文知識・国際業務、企業内転勤、技能

（注３）文化活動・芸術：在留資格のうち文化活動、芸術

モニタリング項目：国際交流の動向 視点：国際交流量における各地域の特性はどうなっているのか。

指標：目的別人口当たり在留外国人数

文化活動・芸術
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学術関連
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■国土のモニタリング


